
日
本
海
側
拠
点
港
の
選
定
を
国
際

航
路
開
設
へ
の
弾
み
に

　
国
土
交
通
省
に
お
い
て
、
港
湾
整
備
の

「
選
択
と
集
中
」
を
図
る
目
的
か
ら
、
新
た

な
施
策
と
し
て
示
さ
れ
た
「
日
本
海
側
拠

点
港
」
の
選
定
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。

　
こ
の
施
策
は
、
日
本
海
側
の
国
際
拠
点

港
湾
・
重
要
港
湾
の
う
ち
、
稚
内
港
か
ら
長

崎
港
ま
で
の
　
港
が
応
募
の
対
象
港
湾
と

26

さ
れ
た
も
の
で
、
本
市（
佐
世
保
港
）に
お

い
て
も
平
成
　
年
7
月
に
、
長
崎
港
と
連

23

名
で
応
募
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
私
自
身
が
国
土
交
通
省
の

検
討
委
員
会
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
り
、
機
会
あ
る
ご
と
に
要
望
活
動

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
、
佐
世
保
港
が
長
崎
港
と
連
名
で
提
案

し
て
い
た
「
国
際
定
期
旅
客
機
能
」
に
よ

り
選
定
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
選
定
を
弾
み
に
、
国
際
戦
略
活
動

指
針
の
大
き
な
柱
で
あ
る
「
韓
国
・
中
国

と
の
国
際
航
路
開
設
に
よ
る
観
光
客
誘

致
」な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
活
力
と
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
み
な
と
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

長
崎
県
中
国
訪
問
団
へ
の
参
加

　
　
月
2
日
か
ら
6
日
ま
で
の
5
日
間
、

11
長
崎
県
・
上
海
市
友
好
交
流
関
係
樹
立
　15

周
年
記
念
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
長
崎

県
中
国
訪
問
団
に
参
加
し
、
上
海
市
内
に

お
け
る
記
念
式
典
や
、
記
念
事
業
に
合
わ

せ
て
就
航
し
た
長
崎
笛
上
海
航
路
第
1
便

の
船
上
に
お
け
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
お
い

て
、
本
市
の
観
光
資
源
や
特
産
品
の
P
R

を
行
う
と
と
も
に
、
上
海
市
政
府
の
方
々

な
ど
と
の
交
流
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
上
海
航
路
を
利
用
し
て
来

日
し
た
中
国
人
客
の
う
ち
、
約
　
人
が
本

50

市
を
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
や
西
海
パ
ー
ル

シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
四
ケ
町
・
三
ケ
町
ア
ー

ケ
ー
ド
な
ど
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
笛
上
海
航
路
は
、
平
成
　
年
1
月

24

以
降
に
定
期
的
な
運
航
が
始
ま
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
さ
ら
に
中
国
各
都
市
と
の
交

流
促
進
や
、
観
光
客
の
誘
致
、
観
光
客
受

け
入
れ
態
勢
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

「
針
尾
送
信
所
」
の
国
重
要
文
化
財

指
定
に
係
る
文
化
審
議
会
の
答
申

　
　
月
　
日
、
国
の
文
化
審
議
会
が
、
針

10

21

尾
中
町
の
「
旧
佐
世
保
無
線
電
信
所（
針
尾

送
信
所
）施
設
」
を
、
新
た
な
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
す
る
よ
う
、
文
部
科
学
大
臣

に
答
申
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
文
化
審
議
会
に
お
い
て
、
針
尾

送
信
所
が
「
わ
が
国
に
現
存
す
る
唯
一
の

長
波
無
線
通
信
施
設
と
し
て
高
い
歴
史
的

価
値
が
あ
り
、
ま
た
大
正
時
代
に
お
け
る

わ
が
国
最
高
水
準
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術

を
示
す
も
の
と
し
て
、
土
木
技
術
史
上
に

お
い
て
も
重
要
で
あ
る
」
と
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
今
回
の
答
申
に
当
た
り
、
こ
れ
ま
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
、
文
化
庁

市
政
の
重
要
事
項
の
報
告
本
文
の
内
容
は
、　
月
　
日
、
朝
長
市
長
が
　
月
定
例
市
議
会
で
報
告
し
た
内
容
を
抜
粋
・
要
約

11

25

12

（
加
筆
）し
た
も
の
で
す
。
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
部
屋
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
月
定
例
市
議
会

12

佐世保港

　
月
4
日
、
上
海
港
に
入
港
し
た
長
崎

11事
上
海
航
路
の
貨
客
船
「
オ
ー
シ
ャ
ン

ロ
ー
ズ
」

針尾送信所

18

や
文
化
審
議
会
、
地
元
針
尾
の
皆
さ
ま
な

ど
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
、
改
め
ま
し
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
文
化
財
指
定
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
折

に
は
、
わ
が
国
の
歴
史
に
お
け
る
貴
重
な

文
化
財
と
し
て
、
皆
さ
ま
に
公
開
で
き
る

よ
う
に
、
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

和
牛
の
祭
典
i
n
な
が
さ
き
の
　

１
年
前
イ
ベ
ン
ト

　
平
成
　
年
　
月
に
開
催
さ
れ
る
「
第
　

24

10

10

回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
長
崎
県
大
会
」

（
愛
称
＝
和
牛
の
祭
典
i
n
な
が
さ
き
）
に

つ
い
て
は
、
開
催
ま
で
い
よ
い
よ
1
年
を

切
り
ま
し
た
。

　
大
会
の
実
行
委
員
会
に
お
い
て
は
、
実

施
計
画
の
策
定
を
お
お
む
ね
終
了
し
、
現

在
、
交
通
輸
送
、
催
事
、
会
場
運
営
対
策
な

ど
、
開
催
に
向
け
た
具
体
的
な
調
整
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、　
月
　
日

10

29

に
は
、
本
大
会
の
「
1
年
前
イ
ベ
ン
ト
」

が
島
瀬
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
広
報
紙
や
市
政
懇
談
会
な
ど

で
大
会
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
実
行
委
員
会
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
機
運
を
高
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
久
保
小
学
校
学
校
支
援
会
議
の

文
部
科
学
大
臣
表
彰

　
　
月
7
日
、「
佐
世
保
市
立
大
久
保
小
学

11
校
学
校
支
援
会
議
」（
武
富
龍
二
委
員
長
）

が
、
平
成
　
年
度
優
れ
た「
地
域
に
よ
る
学

23

校
支
援
活
動
」
推
進
に
か
か
る
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
久
保
小
学
校
区
の
皆
さ
ん
は
心
豊
か

な
子
ど
も
の
育
み
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、

同
学
校
支
援
会
議
は
、
日
ご
ろ
か
ら
学
校

と
連
携
・
協
働
し
て
、
心
身
と
も
に
た
く

ま
し
い
佐
世
保
っ
子
の
育
成
を
実
践
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
の
受
賞
は
学
社
融

合
の
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て
高
く
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
の
方
々

の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
本
市
と
し
ま
し
て
も
、
今
後
と
も
家
庭
・

学
校
・
地
域
が
連
携
し
て
青
少
年
を
育
む

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
推
進
し
、

地
域
全
体
の
教
育
力
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
に
お
け
る
佐
世
保
勢
の

活
躍

　
　
月
8
日
に
山
口
県
で
開
催
さ
れ
た

10
「
第
　
回
国
民
体
育
大
会
」
空
手
道
競
技
成

66
年
男
子
組
手
個
人
軽
量
級
に
お
い
て
、
本

市
出
身
で
帝
京
大
学
在
学
中
の
遠
山
将
平

選
手
が
長
崎
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
見

事
優
勝
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
横
浜
市
で
開
催

10

28

30

さ
れ
た
「
第
　
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

42

ク
陸
上
」
の
3
0
0
0
俊
で
、
日
宇
中
学

校
3
年
生
の
坂
口
裕
之
選
手
が
第
2
位
に

な
り
ま
し
た
。

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
に
静
岡
県
で
開
催

10

28

30

さ
れ
た
「
第
　
回
全
日
本
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

53

選
手
権
大
会
」
で
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
代
表

の
佐
世
保
商
業
高
等
学
校
職
員
・
県
ス

ポ
ー
ツ
専
門
員
の
早
川
 漣
 選
手
が
見
事
優

れ
ん

勝
し
、
大
会
2
連
覇
を
達
成
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
選
手
一
人
一
人
と
、
こ
れ
を

支
え
る
関
係
者
の
絶
え
間
な
い
努
力
が
も

た
ら
し
た
成
果
で
あ
り
、
本
市
ス
ポ
ー
ツ

界
だ
け
で
な
く
、
佐
世
保
市
民
の
大
き
な

誇
り
で
す
。

1年前イベントで大会をPRする「かさべこ隊」

坂口裕之さん（上、8月31日の市長表
敬訪問時に撮影）、早川漣さん（左、8
月1日の市長表敬訪問時に撮影）
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